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Ｉ．はじめに
岩手県内の高校生の食生活の状況として､食事量が少な
い、副菜が少ない、たんぱく質摂取量が多い、カルシウ
ムや食物繊維の摂取が不足していることがあげられてい
る’)。その背景には、食べ物への意識が希薄であること、
子供が何をどれだけ食べているか分からない大人が増え
ていることが指摘されている')。そのため、県内の高校生
に対する食育の必要性は高いと言える。
著者は、県内にあるＡ高等学校より、保護者を対象と
した「お弁当に関する講演・講習会」の依頼を受けた。
県内高校で運動部に所属している生徒のお弁当を調査し
た先行研究は、お弁当の主食・主菜・副菜のバランスが
不十分な生徒が９割以上であることを報告している2)"よ
って、県内高校の保護者に「バランスの良いお弁当」を
広く伝えることは、高校生の食育にとって意義がある。
バランスの良いお弁当を作る方法の一つに、「３．１．２
弁当箱法3)」がある。「３．１．２弁当箱法」とは、お弁当
の中に占める主食：主菜：副菜の割合を３：ｌ：２にする
ことで、栄養バランスの良いお弁当を簡単に作る方法で
ある3)｡高校生が栄養バランスの良いお弁当を日々摂取で
きるように促す方策の一つとして、このような簡単な方
法を普及し、その活用を推進していくことがあげられる。
そのためには、県内の高校生のお弁当に関わる人達が、
どれだけ「３．１．２弁当箱法」を認知し、実践しているの
かを調査する必要がある。さらに、「３．１．２弁当輔法」
の情報源を知ることは、今度の普及活動を計|由iする上で
の一助となりえる。
本論文は､高校生の母親を対象としたお弁当に関する栄
養教育の実践報告と、「３．１．２弁当繍法」の継知度、情
報源、実践状況の調査結果について報告する。
Ⅱ、方法
１．対象および手続き
岩手県内にあるＡ高等学校より、保護者を対象とした
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「お弁当に関する講演・講習会」を依頼され、２０１１年７
月某日に本栄養教育を実施した。Ａ高等学校では、講演・
講習会の参加募集を全校生徒の保護者に行った。参加者
は、１７名であった。実習参加者にはアンケート調査を依
頼し、同意を得た参加音に対して、調理実習後にアンケ
ートを実施した｡アンケートに回答した参加者は１６名(回
答率；９４％）であった。
２．栄養教育のカリキュラム
栄養教育のカリキュラムを表ｌに示した。学習目標を２
つ設定し、１）お弁当箱の適切な大きさがわかる、２）栄
養バランスの良いお弁当の作り方がわかる、とした。始
めに識義を行い、その後に訓即実習を行った。栄養教育
の評価は、調理実習後にアンケート調査を行った。
３．調査項目
１）栄養教育の評価
栄養教育の評価は、理解度と満足度を調査した。理解度
については、「本日の誠演・講習の内容を理解すること
はできましたか？」と質問し、「理解できた」「やや理
解できた」「あまり理解できなかった」「理解できなか
った」の回答肢から１つを選択するよう求めた。満足度
については、「本日の講演・識習は、あなたにとって満
足のいく内容でしたか？」と教示し、「満足」「やや満
足」「やや不満足」「不澗足」の回答を設定した。
２）「３．１．２弁当箱法」の認知度および情報源
「３．１．２弁当箱法」の認知については、「本日お話し
た“主食３：主菜ｌ：副菜２のお弁当法､’についてご存知
でしたか？」という設iMlに対して、「内容を知っていた」
「聞いたことはあるが内容は知らなかった」「初めて聞
いた」という回答を提示した。「内容を知っていた」「聞
いたことはあるが内容は知らなかった」と回答した者を
「認知」と判別した。さらに、上記の質問で、「内容を
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